
学 会 記 事

第79回新潟内分泌代謝同好会

日 時 　 平 成 1 5 年 4 月 1 9 日 （ 土 ）

午後2時～

会 場 　 新 潟 ワ シ ン ト ン ホ テ ル

I ． 一 般 演 題

1 　 右 大 腿 内 転 筋 内 膿 瘍 を 伴 っ た 糖 尿 病 の 1 例

境野晋二朗・松山優子・大山泰郎

谷 長 行

新潟県立 がん セ ン タ ー 新潟病院内科

右大腿内転筋内膿癌を伴 っ た糖尿病 の 1 例を経

験 した た め報告する .

〔症例〕 59 歳男性 . 右大腿 内側部痛に て 発症 .

M RI にて 腫癌性病変を指摘さ れ精査 の た め 当院

整形外科 に入院 した . 入院時検査で 糖尿病 と診断

される ( F B S 1 83 , H b A I c ll .0 尿 ケ ト ン＋) . 2 / 12

に生検術施行. 手術所見 は膿癌 ( 起炎菌黄色 ブド

ウ球菌) の た め ドレ ナ - ジ後 , 抗生剤投与とな っ

た . 周術期はイ ン ス リ ン治療を要し たが, 炎症 の

改善と共に血糖が改善 し, グ リ メ ビリ ド 1 m g の

み で 退院 した . 感染経路と して は歯肉炎, 深爪 ,

胆道感染などが考えられ た .

【考案】 通常筋組織は敗 血症 など の 場合に も冒

される事は少ない . 筋肉内膿癌を認め た場合に は

基礎疾 患 と して糖尿病の 存在を考え る必 要が あ

る .

3 1 5

2 　 下 垂 体 前 葉 機 能 低 下 を 来 た し た t u b e r c u l u m  

s e l l a e  m e n i n g i o m aの1例

田 村 哲 郎 ・ 土 田 正 ・ 関 康 弘

大野秀子・田中隆一 *・妻沼到 *

新潟県立中央病院脳神経外科

新潟大学脳研究所脳神経外科
*

成人の 下垂体機能低下の 原因は下垂体腺腫が最

も多い が, 髄膜腫 は稀 であ る . 我 々 は視力障害で

発症 し, 汎下垂体機能低下 に陥っ た症例 を経験 し

たの で報告する .

症例 は 42 歳の 女性. 約 1 0 年前左視力低下で発

症, その 後無月経, 全身倦怠, 寒がり, 体重減少と

なり他科を受診 し当科 に紹介. 身長 1 58 c m , 体重

5 1 .5 k g . 右視力 0 .8 , 耳側半盲, 左 は盲で あ っ た .

C T で は特上部 にや や 高吸収 の m a s s を認 め , 著

明 か つ 均
一

に増強 さ れ た . M RI で は d u r al t ail

sig n と bli st e ri n g を認 め た . 内分泌学的 には F の

基礎値, D H E A
-

S , U F C は低値. m に F は 14 .8

まで上昇. C R H に A C T H は 2 50 p g / m l , F は遅延

反応を示 した . fI3 , fr4 は低値で P R L: 65 n g / m l と

軽度上昇. G H は IT r に全く反応 せず. 手術で髄

膜腫 と確認され た . 鞍結節髄膜腫 は比較的少ない

腫填 で, 過去 25 年の 18 例 には下垂体機能低下お

よび高 P R L 血症 の 症例は なか っ た . 本例 で は視

床下部 ( 下垂体柄) 障害による下垂体機能低下と

考 えられ た .

3 　 P r e c l i n i c a l  C u s h i n g  s y n d r o m e の 2 例

佐々木英夫・阿部英里・里方美智子

信田慶太・笹川亨・木村元彦

新潟 こ ばり病院糖尿病 セ ン タ ー

症例 1 : 5 9 才, 女性. 症例 2 : 55 才, 女性.

両例共高血圧, 糖尿病で加療中.
い ずれも腹部

痔痛 の ため 入院. 腹部 C T で偶然副腎腫癌 を発見.

C u s hi n g 特有 の 身体所 見 な し. 血圧 1 65 / 1 0 0 と

1 62/ 92 , H b A I c 8 . 8 % と 7 .9 % . 血中 c o ti s ol は正

常範囲で あ る が 日内変動消失, A C T H は低値 .

D e x a 2 m g , 2 日間の 抑制試験陰性 . 下垂体系, 副

腎髄 質ホ ル モ ン 正常 . 第 2 例 で P A C 高値 に対 し

P R A 低値 を示 し, ald o st e r o ni s m の 合併が推測 さ


